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ありをかんさつしたよ

h天草市立のぼりたて小学校 1年ますだ えいち

しらべようとおもったわけ

ぼくのうちのにわであそんでいると、ありがよくいます。ありは、なにをたべるのかしりたくな

りました。ありのことをもっとしって、すきなたべものはなにかしらべてみたいとおもい支した。

そして、それはどうやっては土ぶのかかんさつしました。

2 しらべるぼうぼう

(1 ) ありのすのちかく に、4しゆるいのものをおいてようすをみる。

(2) ありのからだのっくりをしらべるc

(のありのすをさがす3

(4) すきなたべものをどうやってはこぶのか、かんさつする。

3 しらべてわかったこと

(1) ばった、いもむし、 トマト、おかし(ぽーろ)をおいて、どれにありがたくさんくるかしらべ

た。 2かいとあ、ありは、むしとおかしにたくさんきた。 トマトはきらいだ、った。

(2) ありのからだのいろはくろ。からだは3つにわかれていて、くちがはさみのようになっているc

からだのちいさいはこびやのありとあごのおおきいぶんかいやのありがいるc

(3) ありがえさをはこぶところをたどっていくと、きのねもとのいしとっちのあいだにすがあったc

すは、っちのなかにあった。

(4) えさのはこびかた

ア ちいさいもののはこびかた(くずしたぽーろ)

ありは、ぼーろを 1ぴきずっくちにくわえてはこんだのありのすまでながいぎょうれつがで

きた。れつが、いきみちとかえりみちとぶつかってもまちがわなかったG

イ ちょっ とおおきいもののはこびかた(かんさつ 1かいめのばった)

さいしょは、すこししかありはいなかったけど、だ、んだんふ

えていった。 10びきくらいありがきて、みんなでかついで、いっ

たc ありはちからもちだなあとおもった。

ウ おおきいもののはこ、びかた(かんさつ2かいめのばった)

ばったのまわりにすなをもってきて、ばったをうめていた。

しばらくしたら、すこしおおきなありがきて、そのうえにのっ

ていた。またしばらくしたら、ばったは、あしだけのこって

いたc ほんでしらべたら、おおきなありはぶんかいやでちい

さいありははこびやということがわかった。おおきなありが

きて、ばったをはこびやすいおおきさにぶんかいしたんだ、と

おもったC

4 かんそう

、点Ja

ありには、すきなものとき らいなものがあることがわかりました。すきなものは、ぎょうれつを

つくってみんなできょうりよくしてはこんだり、ぶんかいしてわけではこんだりすることがわかり

ました。ありはとてもはたらきもので、ちからもちとおもいました。また、いろんなものたおいて

ありのようすをかんさつしたいですc
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